
2025 年 6 月 13 日 

一般社団法人 J ミルク 

 

2025 年度Ｊミルク事業に関する事業協力者の募集について（2 回目） 

 

独立行政法人農畜産業振興機構による「国産牛乳乳製品の需要拡大等事業」の実施主体として一般社団法

人 J ミルク(以下「J ミルク」という。)が実施する 2025 年度事業に関する事業協力者を募集します。事業への協

力を希望される方は下記の通りご応募ください。 

 

記 

第1 趣旨 

J ミルクでは、牛乳乳製品の安定的な供給、国産の牛乳乳製品の消費拡大など酪農乳業の共通課題

に対する取り組みや情報収集、広報資料の作成、発信、プロモーションなどにより、牛乳乳製品の価値向

上や、国産牛乳乳製品の需要の創出、拡大を図り、これらの活動をさらに効果的･効率的に実行するため、

事業協力者を募集し、課題解決や牛乳乳製品の価値向上、国産牛乳乳製品の需要の創出並びに拡大

に資する取り組みを実施する。 

 

第2 対象事業 

別紙 1：2025 年度 J ミルク事業における事業協力者関連事業 の通り 

 

第3 応募資格 

本事業を実施する経験及び能力を有し、業務及び経理等について適切かつ効率的な管理体制をもつこと。 

 

第4 応募手続 

1． 募集期間 2025 年 6 月 13 日(金)から 2025 年 7 月 1 日(火)17 時００分 

2． 応募方法等 

別紙 2「2025 年度 J ミルク事業における事業協力者関連事業に関する参加表明書」と、事業に関す

る提案書（以下「企画提案書」という。）を 1 部添付し募集期間内に「応募・照会等窓口」にメールにて

提出すること。 

3． その他 応募に係る費用は一切支給しないものとする。 

 

第5 企画提案書 

1． 企画提案書は以下の項目について記載すること。 

書類の様式等は定めないが、1 事業あたり A4 版 10 ページまでに取りまとめることとする。(表紙･会

社概要･見積書は含めない)なお、企画提案書は、別紙の事業の区分を明確にして作成すること。ま

た、複数事業に応募する場合は、会社概要等重複する内容については、省略可。 

(1) 実施計画、実施方法及び実施体制 

事業毎の実施計画・内容・スケジュールを記述すること。また社内の実施体制、責任者、必要

に応じて主要なクリエーター及びライター、パートナー会社等を明確にすること。 

(2) 事業に必要な経費及びその積算内訳(見積書・消費税込) 

・企画費・管理費等については、その合理的根拠を明確にすること。例えば、企画及び管理に



必要な作業量やその単価等。 

・別紙 1 の各事業において、複数の事業内容を個別に応募することができると表示している場

合には、事業の一部を応募することも可能。この場合は応募内容を明示の上、応募すること。 

(3) 関連事業の実績 

事業毎に類似する実績があれば記載すること。 

(4) その他参考となる資料 

 

2． 提出された企画提案書は次の通り取り扱うこととする。 

(1) 企画提案書は返却しない。 

(2) 企画提案書は採点等本事業にかかる事務手続以外の目的に使用しない。 

 

第6 事業協力者の選定等 

1. 事業協力者の選定については、企画提案書を選定会議で審査することにより行う。なお審査を行う

上で必要があるときは参加者に対し企画提案書の内容について説明を求めることがある。 

2. 選定の基準は①企画内容、②価格の順に選定する。 

3. 選定結果は 2025 年 7 月 7 日(月)までにすべての参加者に通知する。 

 

第7 事業実施等 

事業実施内容は、企画提案内容を両者で協議のうえ決定する。実施期間は、契約の日から 2026 年 3

月末日までとする。 

 

第8 応募・照会等窓口 

○本事業の詳細のお問い合わせは下記宛てにお願いします。必要に応じて、各事業担当者へおつなぎし

ます。 

○応募は、担当者 2 名にメールでご提出ください。 

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 2-1-20 御茶ノ水安田ビル 5 階 

TEL：03-5577-7493、7494 

一般社団法人 J ミルク 生産流通グループ 嶋 雄介  y-shima@j-milk.jp 

一般社団法人 J ミルク コミュニケーショングループ 林 雅典 m-hayashi@j-milk.jp 

 

以上



2025 年 6 月 13 日 

2025 年度 J ミルク事業における事業協力者関連事業 

事

業 

Ｎｏ 

実施項目 事業目的 実施内容 
実施期

間 

主なターゲ

ット 

訴求する主な価

値 
企画・応募にあたっての留意点 

予算の上限 

(千円･税込) 

1 

国産牛乳乳製品の

消費拡大につなが

るインバウンド消費

者調査 

インバウンド消費者へ

の国産牛乳乳製品の

消費動向、価値意識

等の調査の実施 

国産牛乳乳製品の価値をインバウンド消費者（訪日経験者を含む）の目線でとらえ、国内牛乳

乳製品を健康栄養・おいしさ・環境保全・地場産物への興味関心など、価値や評価につなが

るデータ（※）として収集する。 

収集したデータはインバウンド消費者の国産牛乳乳製品の価値意識の向上、消費拡大行動に

資するデータとして適宜必要なクロス集計等を行い、インバウンド消費者から見た国産牛乳乳

製品の価値意識を整理する。 

なお、事業は、企画、調査設計、調査、集計・解析、示唆を含む報告書の作成業務 

 

※日本産牛乳乳製品の消費理由、価値、シーン、購入場所、飲用場所、風味を含む味覚に

関する評価、母国の販売形態との違い及び日本産ならではの価値など 

6 月～

3 月 

インバウンド

消費者及び

インバウンド

経験者また

はそのどちら

か 

インバウンド消費

者の国産牛乳・

乳製品に対する

意識や価値意識

を明確にする 

インバウンド消費者の消費行動から分

析しうる、国産牛乳乳製品の価値付け

につながる基礎調査とすること。 

実際の調査項目については、事業担

当者と調整も可とすること。 

5,000 

2 

牛乳販売店を活用

した牛乳乳製品の

価値を高める広報

活動 

牛乳・乳製品の消費者

の購買行動を促す価

値情報の活用促進 

全国の牛乳販売店（宅配事業者）を活用し、宅配牛乳の利用者及び新規顧客開拓層である

消費者に対して、牛乳の栄養や健康面等の価値情報を分かりやすく伝えるリーフレットを作成・

配布する。印刷数は 150 万部（世帯）で、発送先は全国の約 2,300 事業者を予定。 

なお、本リーフレットの作成・配布にあたっては、酪農乳業への取り組みへの理解を促進し、共

感を高めるような情報提供を行い、併せて、継続的な飲用習慣の形成において、既存顧客の

需要拡大を図るとともに、新規顧客の獲得による新たな需要創出を促進させるような訴求にお

ける工夫をすること。 

また、本事業が、牛乳・乳製品の需要拡大に向けた「牛乳でスマイルプロジェクト」の一環として

位置づけて行うとともに、牛乳販売店による消費者へのアプローチが効果的に行われるようメ

ディア等を活用した広報活動もあわせて実施すること。 

なお、事業は、広報活動も含めた企画、事務局運営、リーフレットのデザイン作成及び印刷・発

送業務。 

参考）農水省ＨＰ 牛乳でスマイルプロジェクト 

https://www.maff.go.jp/j/chikusan/gyunyu/lin/gyunyu_smile.html 

 

6 月～

3 月 

高齢者及び

子どもの保

護者層など

の生活者 

牛乳販売店の顧

客層（新規開拓

層含む）にあわせ

た健康や栄養面

の価値情報 

事業を実施するにあたっては、牛乳販

売店の全国団体及び各都道府県の関

連団体とも連携して、各販売店への案

内や希望配布数の集約による発送な

ど、事務局を設置して行うこと。 

20,000 

別紙 1 



3 

「牛乳でスマイルプ

ロジェクト」消費者

向けイベントの実施 

牛乳・乳製品の需要拡

大に向け、全国の関係

者による一体的な価値

訴求 

全国の酪農乳業関係者が一体となって牛乳・乳製品の健康栄養や社会的な価値を高め、需

要拡大に向けた活動を展開していく上で、その全国的な起点となる PR イベントを「牛乳でスマ

イルプロジェクト」メンバーとの連携において企画・運営を行う。実施にあたっては、都内会場で

11 月の土日や・祝日のうち 1 日開催で行うものとし、子どもとその保護者層を中心に約 3 万

人の生活者を集めて実施。ただし、本業務遂行のために、より効果的な提案がある場合には、

１日開催の限りではない。 

また、本イベントに全国の酪農乳業関係者のかかわりが持てるよう、生産者や乳業者の関係

者の参画による価値訴求を意識した内容とするほか、「牛乳でスマイルプロジェクト」のメンバー

（酪農・乳業関係者のみならず、様々な企業・団体・自治体など官民から幅広い参加者）に加

わっていただき、他業界とのコラボ・連携による新たな牛乳乳製品の利用シーンや利用方法な

どの提案なども行うこと。 

その際に、子どもの食育視点を踏まえた体験的な学びや、全国各地の牛乳乳製品の価値や

魅力への気づきを促すような工夫を盛り込むこと。 

また、こうしたイベントを通してメディア露出や SNS 等を活用した広報・PR 活動も展開し、より全 

国の関係者による取り組みやイベント参加者だけでなく広範な生活者層への波及効果を図る。 

業務は、イベント企画、運営事務局、会場の借上及びブース等設置、使用ツール制作及び印

刷、広告宣伝などの広報活動。 

参考）農林水産省 HP 牛乳でスマイルプロジェクトメンバー 

https://www.maff.go.jp/j/chikusan/gyunyu/lin/project_member.html 

 

6 月～

3 月 

子どもとその

保護者層を

中心に幅広

い世代の生

活者 

社会課題や消費

ニーズも踏まえた

牛乳・乳製品や

酪農乳業の多様

な価値 

イベントの準備段階から、生産者団体、

乳業団体などにヒアリングを行う場など

も設定し、当日のイベント内容に反映さ

せること。 

30,000 

4 

全国各地の牛乳の

価値や魅力を高め

るコンテンツ開発 

全国各地の牛乳に光

をあて、関係者による

需要拡大に向けた取り

組みを支援 

全国には約 300 以上の牛乳工場があり、国内どこでもおいしい牛乳をスーパーやコンビニなど

で購入し飲むことができる。生産者や乳業者の高い技術力による高品質な商品、地域で愛さ

れるこだわりの商品など、消費者の関係性のなかにある全国各地の牛乳の価値や魅力を高め

る新たなコンテンツとして「全国牛乳マップ（仮称）」及び、誰でもこれら情報にアクセスできる専

用 Web サイトを構築する。 

掲載する牛乳は約 200 程度の銘柄を想定。 

掲載内容は、全国どの牛乳においても各乳業者や生産者等の作り手のこだわり、意味づけを

するとともに、あわせて外国人旅行客などのインバウンド対応でも活用きるようなサイト設計とす

る。 

また、生活者や実需者にサイト情報が活用されるよう、サイト内企画の実施、媒体や SNS など

を活用した広報活動を行い、全国の酪農乳業関係者による需要拡大に向けた活動支援にも

つなげる。 

業務は、全体の企画、全国の牛乳商品などの画像や情報収集、関連したコンテンツ開発及び

ストックして活用できる専用ｻｲトの設計・開発、広告宣伝も含めた広報活動。 

6 月～

3 月 

国内の生活

者及び酪農

乳業関係者

など牛乳で

スマイルプロ

ジェクトのメ

ンバーなど 

全国各地の牛乳

と生活者との間に

ある関係性を高

める価値 

Web サイトの構築にあたっては、全国

の乳業者等や関係組織、各地の牛乳

情報を知り、自らも発信する専門家とも

連携して行うこと。 

47,000 



別紙 2 

2025 年  月  日 

一般社団法人 J ミルク 専務理事 殿 

住所 

商号または名称 

代表者氏名 

 

2025 年度 J ミルク事業における事業協力者関連事業に関する参加表明書 

 

標記、事業に係る企画提案書を下記の通り提出します。 

記 

応募事業 応募する事業に○を記入。 

応募事業 

(○を記入) 
No 実施項目 

 1 国産牛乳乳製品の消費拡大につながるインバウンド消費者調査 

 2 牛乳販売店を活用した牛乳乳製品の価値を高める広報活動 

 3 「牛乳でスマイルプロジェクト」消費者向けイベントの実施 

 4 全国各地の牛乳の価値や魅力を高めるコンテンツ開発 

 

添付書類：企画提案書 1 部 

 

【連絡先・担当者】 

氏名（ふりがな）  

所属・役職  

電話番号  

E-mail  

以上 


